
分類名〔経営〕

稲作における機械化体系シミュレーションシステム

農業センター

１ 取り上げた理由

大区画圃場整備事業が拡大していくことが予想される中，大区画圃場整備地区における作業体系

の組立が強く求められているので，現地には種々の条件を加味しながらシミュレ－ションできるシ

ステムを構築したので，参考資料とする。

２ 参考資料

１）稲作で利用される各作業機の作業幅,作業速度，ほ場作業効率，作業期間等を入力することによ

り，作業可能面積が算出される（図－１）。

２）作業規模を変えることにより，各作業機の必要台数が算出される（表－１）。

３）作業期間を作業工程図に転記することができ，作業工程図が自動で作成される（図－２）。

作業幅 作業速度 ほ場作業効率 作業期間 作業可能面積 必要台数

図－１ 機械化体系シミュレーションシステムの画面

３ 利活用の留意点

１）体系の組み立て，導入機械の価格等を検討する際には，作業別費用算出システム（74号参考資

料）等のシミュレーション結果も参考にし，検討する。

（問い合わせ先：宮城県農業センター営農機械部 電話０２２－３８４－８１２８）



４ 背景となった主要な試験研究

１）研究課題名及び研究期間 革新的営農システムの確立（平成８年～平成12年）

２）参考データ

ａ Ｓ地区での調査結果から，表－１の作業体系モデル(50ha規模)が作成された。

ｂ ha当たり機械利用経費は，大区画－農研に比べ，79千円安くなった。

表－１ 作業体系モデルとha当たり機械経費（50ha規模）

注：この作業体系モデルの必要台数について本システムを活用している。

図－２ 水稲作業工程図の一画面

３）発表論文等
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(30m*100m) (台) (80m*125m) (台) (80m*125m) (台) (80m*125m) (台) (円) (円) (円) (円)
基肥散布 人力散粒機 0 ﾄﾗｸﾀｰ65PS-ﾌﾞﾛｷｬｽ 1 側条施肥 0 側条施肥 0 0 3,865 0 0
耕起 ﾄﾗｸﾀｰ32PS-1.6m幅 2 ﾄﾗｸﾀｰ65ps-2.2m幅 1 ﾄﾗｸﾀｰ45ps-1.9m幅 2 ﾄﾗｸﾀｰ45ps-1.9m幅 2 25,645 14,062 28,586 32,498
代掻き ﾄﾗｸﾀｰ32PS-2.2m幅 2 ﾄﾗｸﾀｰ65ps-2.8m幅 1 ﾄﾗｸﾀｰ45ps-2.4m幅 1 ﾄﾗｸﾀｰ45ps-2.4m幅 1 25,087 20,521 13,842 15,999
移植 歩行型田植機４条 6 高速乗用田植機６条 3 側条施肥田植機８条 2 ﾋﾞｰｸﾙ-側条施肥８条 2 28,070 54,675 37,369 45,063
除草剤散布-１ 背負式動力散布機 2 乗用散粒機 2 ﾌﾛｱﾌﾞﾙ剤利用 0 ﾋﾞｰｸﾙ-田植同時施用 0 353 6,334 0 0
除草剤散布-２ 背負式動力散布機 2 乗用散粒機 2 0 0 353 6,334 0 0
病害虫防除-ｲﾓﾁ１ 背負式動力散布機 2 乗用散粒機 2 ﾄﾗｸﾀｰ45ps－ﾀﾞｽﾀｰ 1 ﾋﾞｰｸﾙ-田植同時施用 0 353 6,334 4,958 0
病害虫防除-ｲﾓﾁ２ 背負式動力散布機 2 乗用散粒機 2 ﾄﾗｸﾀｰ45ps－ﾀﾞｽﾀｰ 1 ﾋﾞｰｸﾙ-粒剤散布機 2 353 6,334 4,958 9,451
病害虫防除-ﾓﾝ他 背負式動力散布機 2 乗用散粒機 2 ﾄﾗｸﾀｰ45ps－ﾀﾞｽﾀｰ 1 ﾋﾞｰｸﾙ-粒剤散布機 2 353 6,334 4,958 9,451
追肥 人力散粒機 2 乗用散粒機 2 背負い式動散 2 ﾋﾞｰｸﾙ-粒剤散布機 2 353 6,334 1,529 9,451
刈取脱穀 自脱型ｺﾝﾊﾞｲﾝ-3条 3 普通型ｺﾝﾊﾞｲﾝ-2.1m幅 3 自脱型ｺﾝﾊﾞｲﾝ -6条 2 自脱型ｺﾝﾊﾞｲﾝ -6条 2 84,180 161,688 118,035 118,035

25 21 12 合計 13 165,100 292,815 214,235 239,948


